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■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
ま
ち
づ

く
り

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

一
度
自
然
界
か
ら
消
滅
し
た
野

生
動
物
を
人
里
に
帰
す
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
野
生
復
帰
は
、
世
界
に
も
類

を
見
な
い
取
組
み
で
す
。
単
に
絶

滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
い
う
種
を
保
存
す
る
だ

け
で
な
く
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め

る
豊
か
な
環
境
（
自
然
環
境
と
文

化
環
境
）を
保
存
、再
生
、創
造
す

る
こ
と
が
、そ
こ
に
住
む
人
間
に

と
っ
て
も
豊
か
な
環
境
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠

然
と
舞
う　

ふ
る
さ
と
」
の
実
現

に
向
け
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

■
具
体
的
な
成
果
目
標
（
平
成　
１８

年
度
↓　

年
度
）

２１

①
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
年
間
来
館

者
数　

万
２
千
人（
※
）↓　

万

２０

４５

人

　

※
平
成　

〜　

年
度
平
均
値

１２

１８

②
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
栽
培
延

べ
面
積　

・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
↓

９６

２
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

③
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
延

べ
量
９
０
０
・　

キ
ロ
ワ
ッ
ト

４３

↓
１
、６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間

　

平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度

１９

２１

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
分
類

　

環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
構
成
事
業
・
施
策

・
環
境
経
済
戦
略
推
進
事
業

・
地
域
ま
る
ご
と
博
物
館
整
備
事

業
・
自
然
再
生
事
業

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学
術
研

究
補
助
事
業

・
普
及
啓
発
事
業

※
事
業
概
要
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

　

申
請
し
た
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
単
年
度
３
、
０
０
０

万
円
、
３
年
間
を
限
度
に
特
別
交

付
税
が
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、知
恵
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た「
魅
力

あ
る
地
方
」の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、総
務
省
が
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
制
度
で
す
。

　

地
場
産
品
の
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
や
少
子
化
対
策
へ
の
取
組
み
、
企

業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、

前
向
き
に
取
り
組
む
自
治
体
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税
な
ど
に
よ
る
支

援
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

豊
岡
市
で
は
、
５
月
の
第
１
次
募
集
に
対
し
て
、
環
境
経
済
戦
略
推

進
事
業
や
地
域
ま
る
ご
と
博
物
館
整
備
事
業
な
ど
、
５
つ
の
事
業
を
柱

と
し
た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申

請
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
政
策
調
整
係

総
務
省
の 

　
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に 

　
　
　
　
　
　
豊
岡
市
も
申
請
し
ま
し
た 

プロジェクトを構成する具体の事業・施策
事　　業　　概　　要名　　　　称

　環境への取組みが経済効果を生み、その経済活動によって環境をさらに良いものとするとともに、
地域が経済的にも自立することを目指し、５つの柱を基本に各種の取組みを推進します。
　①豊岡型地産地消の推進
　②豊岡型有機農業の推進（ブランド化の推進）
　③コウノトリツーリズムの展開
　④環境経済型企業の集積
　⑤エコエネルギーの利用（太陽光発電・バイオマス等の推進）

環境経済戦略
推進事業

　「コウノトリ舞い降りる郷づくり」を進めるため、環境創造型農業や農道の花植え、ＮＰＯによ
る田んぼの学校・生き物調査等さまざまな取組みを促進し、交流人口を増加させるとともに、魅力
ある地域づくりを持続可能なものとするため、各種事業の展開を図ります。

地域まるごと博物館
整備事業

　山・川・田んぼを中心としてコウノトリも住める環境（自然環境・文化環境）の保存・再生・創
造を図ります。
　①「ハチゴロウの戸島湿地」整備事業
　②コウノトリと共生する水田自然再生・水田づくり事業
　③地域参加の森づくり
　④円山川水系自然再生

自然再生事業

　コウノトリの野生復帰を核とした本市の自然・文化・産業・まちづくり等に関する学術的調査研
究に対し補助を行うことにより、その成果（“知”）を蓄積・活用するとともに、地域住民との交流
促進を図ります。

コウノトリ野生復帰
学術研究補助事業

　コウノトリと共に暮らす意義を伝え、共に生きる心を育むとともに、コウノトリと共生する文化
を保全し、次代に引き継ぐとともに、コウノトリも住めるまちづくりの取組みを市内外へ情報発信
します。

普及啓発事業

※このプロジェクトを構成する３年間の事業費の総額は、約３億２，０００万円を予定しています。
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・
時
代
動
向
の
察
知
と
問
題
意
識

・
改
善
・
改
革
の
意
識
と
挑
戦
志

向
・
費
用
対
効
果
の
意
識

・
行
動
主
義
・
成
果
主
義

②
自
己
管
理
・
自
己
研
鑽
の
意
識

③
職
場
づ
く
り
の
意
識

　

意
欲
の
増
進

（２）①
自
己
実
現
の
意
欲

②
課
題
解
決
の
意
欲

③
市
民
満
足
度
向
上
の
意
欲

　

能
力
の
向
上

（３）①
職
員
と
し
て
の
基
本
的
能
力
の

向
上

②
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
特
に
必
要

な
能
力
の
向
上

・
政
策
形
成
・
実
現
能
力

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
（
管
理
監

督
能
力
）

　

意
識
の
啓
発

（１）①
時
代
変
化
を
意
識
し
た
行
政

・
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
識

・
説
明
能
力
、
交
渉
・
折
衝
能
力

・
情
報
化
対
応
能
力

①
職
場
環
境
を
め
ぐ
る
課
題

②
人
事
管
理
上
の
課
題

③
研
修
制
度
の
課
題

▽
組
織
と
し
て
の
取
組
み

　

環
境
の
整
備

（１）①
学
習
環
境
づ
く
り

②
工
夫
を
促
す
環
境
づ
く
り

　

人
材
育
成
の
観
点
を
踏
ま
え
た

（２）
人
事
管
理

①
よ
り
信
頼
性
の
高
い
評
定
制
度

・
勤
務
評
定
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

・
部
下
に
よ
る
上
司
診
断
制
度
の

検
討

・
目
標
に
よ
る
管
理
制
度
の
導
入

・
勤
務
評
定
者
研
修
の
実
施

②
能
力
・
業
績
に
応
じ
た
登
用
・

給
与

③
適
正
な
配
置
・
昇
任

・
体
系
的
な
人
事
異
動

・
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入

④
自
己
実
現
の
支
援

・
自
己
申
告
制
度
の
見
直
し

・
庁
内
公
募
制
度
の
導
入

・
希
望
降
任
制
度
の
検
討

⑤
人
材
の
確
保

　

職
員
研
修
の
充
実

（３）①
自
己
研
鑽
の
支
援

②
職
場
内
研
修
の
推
進

③
職
場
外
研
修
の
充
実

④
研
修
効
果
の
向
上

・
ア
ン
ケ
ー
ト
、
受
講
報
告
書
の

導
入

・
受
講
職
員
を
講
師
と
し
た
研
修

・
受
講
希
望
調
査
の
実
施

▽
職
員
と
し
て
の
取
組
み

・
自
己
研
鑽

・
職
員
間
の
信
頼
関
係
づ
く
り

・
職
場
内
研
修
の
推
進

・
朝
礼
・
朝
い
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

の
活
用

・
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

・
係
等
に
よ
る
ミ
ク
ロ
政
策
会
議

の
実
施

・
Ｉ
Ｔ
の
活
用

・
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
等
へ
の
参

加
・
地
域
活
動
等
へ
の
参
加

　

市
職
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一

人
ひ
と
り
が
能
力
開
発
・
資
質

向
上
に
努
め
、
意
欲
あ
ふ
れ
、

豊
か
な
能
力
を
持
ち
、
行
政
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

市
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
躍

で
き
る
職
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
、
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能

力
開
発
や
資
質
向
上
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
職
員
像

を
目
指
し
、ど
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
取
組
み
を
行
う
の
か
を
体
系
的
・

総
合
的
に
ま
と
め
た
「
豊
岡
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。《
問
合
せ
》
職
員
課
人
事
係

人
材
育
成
の
基
本
方
向

人
材
育
成
の
課
題

人
材
育
成
の
主
な
取
組
み

【方針の位置づけ】

○組織的に人材育成を進めていく基本方針
　市が組織的・継続的に人材を育成して

いく基本的な方針となるものです。

○職員の自己研鑽の指針
　職員一人ひとりが、目指す職員像の実

現に向けて、自己研鑽を進める指針とな

るものです。

１　安全・安心を第一に市民満足度
の向上を考え、「対話と共感の行
政」を展開する職員

　
２　時代動向を敏感に察知し、変
革・改善志向で新時代を拓く職員

　
３　輝かしい「ふるさと」づくりに
向けて邁進する不屈の精神を持ち、
たゆまない自己研鑚・自己革新を
行う意欲あふれる職員

　
４　豊かな能力や柔軟な発想力を発
揮し、行政のプロフェッショナル
として活躍する職員

豊
岡
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
を

策
定
し
ま
し
た


